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幼児の生活リズムに関する調査
問題と目的
睡眠や食生活を含む子どもの生活リズムについての
関心が高まるとともに、それに関連する様々な調査、
研究結果が示されている。睡眠については、夜10時以
降に寝る３歳児が、1990年の調査結果においてオース
トラリアでは4.1％であるのに対して日本では36％で
あり、更に年々遅寝の子どもが増加し、2000年の日本
小児保健協会の調査では52％になっている、また、平
均就寝時刻と平均起床時刻を合わせて見た場合には、
スイス、フランス、アメリカの子どもと比較して日本
の子どもに遅寝・遅起きの傾向が顕著である、といっ
た神山１）の指摘がある。そして、そのような傾向は日
本の首都圏ばかりでなく地方においても認められるも
の２）となり、日本のあらゆる地域に共通する問題と
なっている。
そのような現状を踏まえて実施された、髙桑ら３)、
太田ら４)による山形県天童市の３歳児を対象にした生
活リズムに関する研究から、天童市の３歳児の平均睡
眠時間が首都圏の同じ年代の子どもの睡眠時間と比較
して短いこと、一方養育者は自分達の子どもの睡眠時
間を十分だと捉えていることが明らかとなった。そこ
で生活リズムの重要性を記した教示文を保護者に提示
することでその重要性の認識、生活リズムそのものの
向上を試みたところ、認識の向上については効果が見
られたものの生活リズムそのものの向上までは至らな
いという結果を得た。また、太田ら５），６），７）による４、
５歳児を対象にした研究においては、起床時刻の違い
が目覚め、体調など幼児の状態に関する項目と特に関
連を持っていることから早い起床時刻の重要性が示さ
れ、また、午睡後の運動遊びの実施が早い起床時刻を
もたらす効果を持ち得るということ、子どもの起床時
刻、就寝時刻には保護者の生活様式も寄与していると
いうことが示された。以上の結果は、子どもの日々の
生活における、起床時刻をはじめとする生活リズムを
整えることの意義を明らかにすると同時に、その実現
に向けての示唆を与えるものと考えられる。
生活リズムに関する様々な知見が得られる中、2006
年には、子どもの生活リズムの重要性についての認識、
望ましい生活リズムの構築を目指し、「早寝早起き朝
ごはん」全国協議会が発足するに至った。生活リズム
の向上は、現代社会に生きる子ども達、そして子ども
達の育成に関わる大人達双方にとって重要な課題であ
るといえる。
前述の生活リズムに関する研究結果は睡眠に関する
ものであったが、生活リズムを考慮する際には「早寝
早起き朝ごはん」でも示されているとおり、朝食摂取
について考慮することも欠かせない視点である。2008
年に文部科学省が実施した「全国学力・学習状況調
査」によると、朝食を食べないことがある小・中学生
の割合は、小学６年生で13％、中学３年生で19％に上
る８）。また、小学６年生でも中学３年生でも毎日朝食
を摂っている子どもほど、学力調査の平均正答率や持
久力が高い８），９）傾向がある。また、2008年に実施され
た関東・甲信越地域の少年院における入院前の食生活
の実態調査から、少年院に入所している子どもで入所
前に朝食を毎日食べていた子どもは約20％にすぎず、
朝食を食べない理由として３人に１人が「朝起きるの
が遅いから」と回答するというように、生活リズムに
－朝食摂取の実態に着目して－
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〔 要 約 〕
本研究では山形県天童市の幼児98名とその養育者を対象とした生活リズムに関するアンケート調査を
行い、幼児の朝食摂取の有無と生活リズム、体調や機嫌といった幼児の状態との関連について検討した。
朝食を毎日摂っている幼児の方が、朝食を食べない日がある幼児と比較して、早寝、早起きの傾向があ
り、体調や機嫌といった幼児の状態も良好であるという結果が得られた。運動遊びの実施による幼児の
朝食摂取の促進が期待されたが、その傾向は認められなかった。幼児の朝食摂取状況と養育者の朝食養
育状況の間には正の相関関係が認められたことから、幼児の朝食摂取有無については、養育者の生活様
式が強く影響していることが示唆された。
（2009年10月１日受理）
羽陽学園短期大学紀要 第８巻 第４号（通巻30号）2010年２月
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問題があるケースも多く見られるという10）。近年の子
どもの生活における食生活の乱れ、食生活を整えるこ
との重要性が様々な場面で指摘されていることから、
2008年に改訂された幼稚園教育要領11）、保育所保育指
針12）においては新たに食育に関する内容が盛り込まれ、
乳幼児の食生活への配慮が求められている。子どもの
食生活について考慮することは、子どもの健やかな成
長の実現のために以前にも増して不可避なものになっ
ているといえよう。
前述の太田らの調査、研究結果は、睡眠に関する事
項を中心に分析し生活リズムの傾向を示したものであ
る。それらの先行研究では、幼児の朝食摂取状況の違
いによって幼児の生活リズムや幼児の状態が異なるの
かといった視点での分析は実施されていない。生活リ
ズムの向上を期する場合には睡眠のみならず食事を
しっかり摂ることも肝要であることから、本研究では、
幼児の生活リズムについての理解の深化を目指し、幼
児の朝食摂取状況が幼児の生活リズムや幼児の状態と
どのような関連を持つのか、また、午睡後の運動遊び
の実施が朝食を摂取しない幼児にどのような影響を及
ぼすのかという分析を行っていくこととする。
方法
１．対象施設 天童市内の公立保育所 ２園
対 象 者 上記の保育所に在籍する幼児（98名、
年中・年長児）と、その養育者
２．実施期間 平成19年９月24日（月）～10月28日（月）
３．実験計画
対象施設の２園において、実施期間の１週目と５週
目に、「生活リズム調査」養育者に対するアンケート調
査を行う。アンケート調査の内容については後述す
る。
２園の保育所のうち一方の保育所において、２週目
から５週目にかけて毎週３回（火曜日、水曜日、金曜
日）、午睡後の時間に運動遊びを行う。この保育所に
在籍する対象者をＥ群とする。もう一方の保育所にお
いては２週目から５週目にかけての運動遊びを行わず、
１週目と５週目の生活リズム調査のみを行う。この保
育所に在籍する対象者をＣ群とする。実験計画は以下
の通りである。
表１ 実験計画
４．運動遊びについて
２週目から５週目にかけて、毎週３回（火曜日、水
曜日、金曜日）、午睡後の時間に約30分間行うものであ
る。運動遊びの内容は、各曜日で異なった種類のもの
が用意された。火曜日はゴムひもを使用した運動遊び、
水曜日は「ビリーズブートキャンプ」というＤＶＤで
紹介されている体操をアレンジした運動遊び、金曜日
はボールを使用した運動遊びを主とした内容となって
いる。いずれの運動遊びも、終了後は運動遊びに参加
した対象児が汗ばむ程度のものであった。
５．養育者に対するアンケート調査
対象施設の２園おいて、養育者に対するアンケート
調査、「生活リズム調査」を行う。生活リズム調査」
は月曜日から日曜日まで一週間、毎日の記入が保護者
に求められた。内容は次の通りである。Ｅ群、Ｃ群両
群において、また運動遊びの事前・事後で用意された
ものは同一のものである。
以下の質問項目の内、時間については、当てはまる
時間をお書きください。その他については、当てはま
る選択肢の番号を一つ選んで、○で囲んでくださ
い。
１．本日のお子さんの生活の様子についてお尋ねしま
す。
１）睡眠について
①前日の就寝時刻は何時ですか 午後 時 分
②本日の起床時刻は何時ですか 午前 時 分
良い やや良い やや悪い 悪い
③寝つきはどうでしたか ４ ３ ２ １
④目覚めはどうでしたか ４ ３ ２ １
２）食事について
①朝食時刻は何時でしたか
午前 時 分，欠食した
②夕食時刻は何時でしたか
午後 時 分，欠食した
かなりある ややある 余りない 全くない
③朝食の食欲はありましたか ４ ３ ２ １
④夕食の食欲はありましたか ４ ３ ２ １
３）生活行動について
良い やや良い やや悪い 悪い
①体調はどうでしたか ４ ３ ２ １
②機嫌はどうでしたか ４ ３ ２ １
２．養育者（主に子どもの世話をしている人）の生活
についてお尋ねします。
１）睡眠について
①前日の就寝時刻は何時ですか 午後 時 分
５週目
４
週
目
３
週
目
２
週
目
１週目
事前
生活リズム調査○○○○
事前
生活リズム調査
Ｅ
群
事後
生活リズム調査
事後
生活リズム調査
Ｃ
群
○は、運動遊びを実施した週
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②本日の起床時刻は何時ですか 午前 時 分
２）食事について
①朝食時刻は何時でしたか
午前 時 分，欠食した
②夕食時刻は何時でしたか
午後 時 分，欠食した
６．仮説
先行研究において生活リズムにおける幼児の起床時
刻を中心に分析した結果、より早い時刻で起床してい
る幼児は、生活リズム全般が早めの時刻で推移する生
活を送ることが出来ており、目覚めや体調、機嫌など
心身両面について望ましい状態であることが示されて
いる。朝食を欠かさず摂取している幼児は生活リズム
の整った生活が可能となっていると考えられることか
ら、起床時刻が早めである幼児と同様に、起床時刻、
就寝時刻が早めの時間で推移する安定した生活リズム
での生活を送ることができ、食欲についても良好であ
ると思われる。また、運動遊びの実施が幼児のより早
い起床時刻に繋がっていると示唆されていることから、
朝食摂取についても同様に、運動遊びの実施により朝
食摂取が促進されるのではないかと考えられる。
従って、本研究を行うにあたっての仮説は次の通り
である。
茨朝食を毎日摂っている幼児の方が、朝食を摂らない
日のある幼児よりも、起床時刻、就寝時刻が早いだ
ろう。
芋朝食を毎日摂っている幼児の方が、朝食を摂らない
日のある幼児よりも高い「目覚め」、「寝つき」、「体
調」、「機嫌」評定値を示すだろう。
鰯朝食を毎日摂っている幼児の方が、朝食を摂らない
日のある幼児よりも高い「朝食の食欲」、「夕食の食
欲」評定値を示すだろう。
允Ｅ群の方が、Ｃ群と比較して事前から事後にかけて
朝食欠食者が少なくなるだろう。
結果と考察
幼児の朝食摂取に関する状況を把握するという目的
から、実態調査としては、すべての対象児が運動遊び
を経験していないという点で等しい事前調査の結果を
対象とする。事前の一週間にわたる生活リズム調査に
おいて、朝食を摂らない日があった幼児を朝食欠食有
群、毎日摂った幼児を朝食欠食無群とする。各群の人
数は、朝食欠食有群が11名、朝食欠食無群が87名であ
る。各群の「生活リズム調査」の各質問項目の結果に
ついて、子どもの朝食欠食の有無による比較をt検定
を用いて行った。なお、全ての統計解析の結果は p＜
0.05を統計的に有意差ありとした。結果を以下に示す。
１．曜日による欠食者数の違いについて
各曜日の、朝食欠食者の人数は、次の通りである。
表２ 曜日別朝食欠食者人数
日曜日が多めではあるが、曜日によって朝食欠食者
の人数に大きな変動は認められない。各曜日にまんべ
んなく欠食者が見られるといえる。
２．幼児の朝食欠食の有無と、幼児の生活リズムとの
関連について
２－１．幼児の朝食欠食の有無による、幼児の睡眠に
関する項目における比較
幼児の睡眠に関する項目について、朝食欠食有群、
朝食欠食無群の比較を行った結果を表３に示す。
表３ 幼児の睡眠に関する項目における、
幼児の朝食欠食有無別平均値
表３において、朝食欠食無群の方が朝食欠食有群に
比べて、幼児の「就寝時刻」（t＝2.125,df＝96,p＝.036
＜.05）、「起床時刻」（t＝2.184,df＝96,p＝.031＜.05）
が早く、「目覚め」の評定値が高い（t=-2.771,df＝96,p
＝.007＜.01）という有意差が認められた。「睡眠時
間」、「寝つき」においては、子どもの朝食欠食の有無
による違いは見られない。このことから、朝食を毎日
摂っている幼児は、朝食を摂らない日がある幼児と比
較すると、就寝時刻、起床時刻が早く、目覚めの良い
状態で起床できていることがわかる。仮説茨は支持さ
れたといえる。
２－２．幼児の朝食欠食の有無による、幼児の食事に
関する項目における比較
幼児の食事に関する項目について、朝食欠食有群、
朝食欠食無群の比較を行った結果を、表４に示す。
表４ 幼児の食事に関する項目における、
幼児の朝食欠食有無別平均値
日曜日土曜日金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日
５３２３２３３朝食欠食者数
目覚め**寝つき起床時刻*就寝時刻*睡眠時間
3.013.30７時15分21時59分９時間16分朝食欠食有群
3.423.32６時56分21時39分９時間17分朝食欠食無群
**p＜.01*p＜.05
夕食の食欲*朝食の食欲**夕食時刻朝食時刻
3.262.4519時03分７時44分朝食欠食有群
3.553.0618時48分７時32分朝食欠食無群
**p＜.01*p＜.05
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表４において、幼児の「朝食の食欲」（t＝-3.588,df
＝96,p＝.001＜.01）、「夕食の食欲」（t＝-2.359,df＝
96,p＝.020＜.05）に有意差が認められる。このことか
ら、毎日朝食を摂っている幼児の方が、朝食を摂らな
い日のある幼児と比べて、朝食、夕食の食欲があると
いうことが示された。幼児の「朝食時刻」、「夕食時刻」
においては、有意差は見られない。仮説鰯は支持され
たといえる。
２－３．幼児の朝食欠食の有無による、幼児の生活行
動に関する項目における比較
幼児の生活行動に関する項目について、朝食欠食有
群、朝食欠食無群の比較を行った結果を表５に示す。
表５ 子どもの生活行動に関する項目における、
子どもの朝食欠食有無別平均値
表５において、幼児の「体調」（t＝-2.845,df＝96,
p＝.005＜.01）、「機嫌」（t＝-3.262,df＝96,p＝.002＜
.01）に有意差が認められる。このことから、朝食を毎
日摂っている幼児は、朝食を食べない日がある幼児に
比べて、体調や機嫌が良いということがわかる。表３
の結果と合わせて、仮説芋は一部支持されたといえる。
２－４．幼児の朝食欠食の有無による、養育者の質問
項目における比較
養育者の就寝・起床時刻、食事時刻に関する項目に
ついて、朝食欠食有群、朝食欠食無群の比較を行った
結果を表６に示す。
表６ 養育者の睡眠に関する項目における、
幼児の朝食欠食有無別平均値
表６より、養育者の起床時刻に有意差がみられた（t
＝-2.097,df＝96,p＝.039＜.05）。このことから、朝食
を毎日摂っている幼児の養育者は、朝食を摂らない日
がある幼児の養育者と比較して、起床時刻が早いとい
うことがわかる。養育者の睡眠時間、就寝時刻におい
ては有意差は見られない。
表７ 養育者の食事に関する項目における、
幼児の朝食欠食有無別平均値
表７から、幼児が毎日朝食を摂っていてもそうでな
くても、養育者の朝食時刻と夕食時刻においては違い
が見られないということがわかる。
３．幼児の朝食欠食有無と、養育者の朝食欠食有無と
の関連について
幼児の朝食摂取状況は、養育者の朝食摂取状況とど
のような関連があるのかを検討する。幼児の朝食欠食
有群、朝食欠食無群と同様に、「生活リズム調査」に
おいて朝食を摂らなかった日があった養育者を朝食欠
食有群、毎日朝食を摂っていた養育者を朝食欠食無群
とする。各群の人数は、21人、77人であった。幼児、
養育者の群別人数を表８に示す。
表８ 幼児と養育者の朝食欠食有無群別人数
表８より、朝食を摂らない日がある幼児の養育者の
約半数が毎日朝食を摂っているのに対し、朝食を毎日
摂る幼児の養育者の８割以上が、毎日朝食を摂ってい
ることがわかる。また、幼児と養育者間の相関を求め
たところ、有意な正の相関が見られた（r＝.208、p＜
.05）。このことから、幼児の朝食摂取状況と養育者の
朝食摂取状況には、幼児が朝食を摂っていない養育者
は朝食を摂っておらず、幼児が朝食を摂っている養育
者は朝食を摂っている傾向があるという関連があるこ
とが示された。
４．運動遊びの有無と、幼児の朝食摂取状況との関連
について
事前から事後にかけて、朝食欠食有群、朝食欠食無
群それぞれに属する幼児がどのような朝食摂取状況に
なるのか、また、事前から事後にかけて朝食摂取状況
に変化がみられる幼児には運動遊び実施の影響がみら
れるのか、ということについて検討する。事後に実施
した調査のデータに不備のあった２名を除いたため、
分析対象は96名となった。事前、事後における朝食欠
食有群、朝食欠食無群の運動遊び実施有無別人数は以
機嫌**体調**
3.403.42朝食欠食有群
3.783.76朝食欠食無群
**p＜.01
養育者起床時刻*養育者就寝時刻養育者睡眠時間
６時37分23時13分７時間14分朝食欠食有群
６時13分23時02分７時間10分朝食欠食無群
*p＜.05
養育者夕食時刻養育者朝食時刻
７時16分７時41分朝食欠食有群
６時59分７時27分朝食欠食無群
計養育者の朝食欠食無群
養育者の
朝食欠食有群
11(100)6(54.5)5(45.5)幼児の朝食欠食有群
87(100)71(81.6)16(18.4)幼児の朝食欠食無群
（ ）内は％
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下の通りである。
表９ 事前、事後における朝食欠食有群、
朝食欠食無群の運動遊び実施有無別人数
表９において、事前調査では朝食欠食有群は11名、
事後調査では朝食欠食有群は８名となっており、人数
に大きな変動は認められない。また、事前調査で朝食
欠食有群に属していた11名のうち４名は事後調査でも
朝食欠食有群に属したままであり、その４名のＥ群、
Ｃ群の人数は２名ずつと同数になっている。更に、事
前調査では朝食欠食有群に属し事後調査では朝食欠食
無群に属した幼児が７名、事前調査では朝食欠食無群
に属し事後調査では朝食欠食有群に属した幼児が４名
である。事前から事後にかけて朝食摂取状況の変化が
見られる幼児について、運動遊びの有無別人数に着目
すると、Ｅ群が前者の場合には７名中３名、後者の場
合には４名中１名となっている。比較対象となる人数
が少ないという条件はあるものの、何れの場合におい
てもＥ群とＣ群の人数に大きな差が認められないこと
から、朝食摂取状況のそれぞれの変化に対して運動遊
び実施の影響があったとは考えがたい。仮説允は支持
されなかったといえる。
５．朝食欠食習慣性の強い幼児の結果について
表９において事前、事後共に朝食欠食有群に属して
いる幼児の中で、事前調査期間中の１週間を通して１
度も朝食を摂らなかった幼児が１名見られた。異なる
時期の調査の何れにおいても朝食を摂らない日がある
ことに加え、１週間にわたって朝食を摂らないという
生活様式から、この幼児は朝食を摂らない習慣性が最
も強い幼児であると考えられる。この幼児が事前の生
活リズム調査においていかなる結果を示しているかを、
表９における事前、事後共朝食を毎日摂った幼児（朝
食欠食習慣性無群とする）の結果と合わせて見ていく。
結果は以下の通りである。なお、対象児が１名である
ことから、統計処理は行わない。
表10 幼児の睡眠に関する項目における、
朝食欠食習慣性の強い幼児の結果
朝食欠食習慣性の強い幼児は、習慣性のない幼児に
比べて、就寝時刻が１時間以上遅く、起床時刻が１時
間近く遅い。また、寝つき、目覚め評定値も低い。睡
眠に関しては遅い時刻での生活リズムとなっているこ
とがわかる。また、夜遅くの就寝にも関わらずなかな
か寝付けず、起床時刻も遅めでありながら、目覚めが
良くないという幼児の姿が示されているといえる。
表11 幼児の食事に関する項目における、
朝食欠食習慣性の強い幼児の結果
夕食の食欲については差が見られない一方で、朝食
食欲については大きな差が見られる。１週間を通して
朝食が摂られていないため、朝食を摂った時の幼児の
反応が見られないことからの低評定であるのか、朝食
を摂りたがらない幼児の様子を反映しての低評定であ
るのかは不明であるが、いずれにせよ、朝食を摂る段
階で幼児が朝食に対してさほど興味、関心を示してい
ない様子が伺える。
表12 幼児の生活行動に関する項目における、
朝食欠食習慣性の強い幼児の結果
朝食欠食習慣性の強い幼児が、体調、機嫌共に、習
慣性のない幼児に比較して低評定を示している。
表13 養育者の睡眠に関する項目における、
朝食欠食習慣性の強い幼児の結果
朝食欠食習慣性の強い幼児の養育者の就寝時刻の遅
さが目立つ。養育者の起床時刻は、朝食欠食習慣性の
事後
計
朝食欠食無群朝食欠食有群
計Ｃ群Ｅ群計Ｃ群Ｅ群
11７４３４２２事前 朝食欠食有群
85814536４３１朝食欠食無群
9688８計
目覚め寝つき起床時刻就寝時刻睡眠時間
2.572.29７時48分22時42分９時間05分
朝食欠食習慣性
強幼児
3.463.34６時56分21時38分９時間18分
朝食欠食習慣性
無群
夕食の食欲朝食の食欲夕食時刻朝食時刻
3.431.0019時10分データなし朝食欠食習慣性強幼児
3.553.0718時48分７時48分朝食欠食習慣性無群
機嫌体調
3.003.00朝食欠食習慣性強幼児
3.773.75朝食欠食習慣性無群
養育者起床時刻養育者就寝時刻養育者睡眠時間
６時32分１時38分４時間54分朝食欠食習慣性強幼児
６時13分22時38分７時間10分朝食欠食習慣性無群
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ない幼児の養育者よりも遅めではあるが、就寝時刻が
３時間遅くなっていることから、睡眠時間も５時間足
らずと短くなっている。
表14 養育者の食事に関する項目における、
朝食欠食習慣性の強い幼児の結果
朝食欠食習慣性の強い幼児の養育者も、１週間を通
して１度も朝食を摂っていないため、養育者の朝食時
刻のデータが得られなかった。夕食時刻は21時と遅く、
表13の結果と合わせて見ると、夕食時刻、就寝時刻と
も遅い夜型の生活で睡眠時間が少ないままに就寝し、
朝食を摂らないことが習慣化している生活様式となっ
ていることが伺われる。
討論
１．朝食摂取の重要性について
表３から、朝食を摂らない日のある幼児は、毎日朝
食を摂っている幼児と比較して、就寝時刻、起床時刻
が遅いという有意差が見られ、仮説茨は支持された。
表４においては、有意差は見られないものの朝食時刻、
夕食時刻ともに、朝食を摂らない日のある幼児の方が
遅めとなっており、これらのことから、朝食を摂らな
い日のある幼児は、毎日朝食を摂っている幼児と比べ
て遅めの時刻での生活リズムとなっていることが示さ
れた。また、生活のリズムばかりでなく、表４、表５
における、朝食の食欲、夕食の食欲、体調、機嫌といっ
た幼児の状況を表す質問項目の結果からは、朝食を摂
らない日のある幼児は、毎日朝食を摂っている幼児と
比較して、朝食の食欲、夕食の食欲がなく、体調、機
嫌も良くないということがわかる。仮説芋は一部支持
され、仮説鰯は支持されたことから、より望ましい生
活リズムでの生活を送ること、また、幼児がより良い
状態で過ごすことと、朝食を毎日摂るということには
強い関連があることが示されたといえる。更に、朝食
欠食の習慣性が強いと思われる幼児の生活リズム、状
態に焦点を当てたところ、就寝時刻、起床時刻、朝食
時刻、夕食時刻が遅く、朝食の食欲がなく、体調、機
嫌も良くないという傾向が一段と強く見られた（表10、
11、12）。太田ら５），６）により、起床時刻の早い幼児の
方がそうでない幼児よりも朝食時刻、就寝時刻が早く、
一日の生活の流れが早めに推移し、寝つき、目覚め、
体調、機嫌に関する評定値も高いという結果が得られ
ており、起床時刻の早さの重要性は既に指摘されてい
るが、本研究におけるこれらの結果より、新たに朝食
を摂ることの重要性も示されたと考えられる。少年院
入所者の入院前の食生活の実態調査を2008年に実施し
た関東・甲信越地域の少年院の関係者によれば、少年
院では朝早く起床して食事を３回摂り、夜は早く就寝
という規則正しい生活をすることで子どもの生活リズ
ムを回復させる指導をし、生活リズムが安定してくる
と子ども達が確実に落ち着いてくるという10）。一日の
生活は、起床、就寝、食事などあらゆることが基礎と
なり成立していることから、何れか一点のみが重要だ
という訳ではなく、それぞれの行為に重要性があり、
それらには連動性があるということが、本研究の結果
を通して事実として確認されたともいえよう。
２．幼児の朝食摂取に寄与する要因について
午睡後の運動遊びを実施した場合の方が実施しない
場合より、幼児の起床時刻が早いということから、幼
児の早い起床時刻に対して午睡後の運動遊びが影響を
持つことが、太田ら６），７）により既に示されている。運
動遊びの実施が生活リズムの向上に寄与することが示
唆されたことから、運動遊びの実施により起床時刻が
早まり、一日のスタートが早くなることで食欲が増し、
朝食摂取に繋がるのではないかとの仮説允が立てられ
たが、表９の結果よりその仮説は支持されなかった。
支持されなかった理由として考えられるのが、幼児の
朝食摂取に対する養育者の生活様式の影響力の強さで
ある。表６の結果より、朝食を摂らない日のある幼児
の養育者の方が、朝食を毎日摂る幼児の養育者よりも
起床時刻が有意に遅く、就寝時刻、朝食時刻、夕食時
刻においては有意差は認められなかったものの、遅め
であることがわかる。また、表８の結果より、幼児の
朝食摂取状況と養育者の朝食摂取状況には正の相関が
見られた。更に、表13、14の結果より、朝食を１日も
摂っていない幼児の養育者は幼児と同様に１日も朝食
を摂っておらず、朝食を摂らない習慣性の強い幼児の
養育者の夕食時刻、就寝時刻の遅さが目立っている。
幼児が目を覚ました時点でそれが幼児の起床時刻にな
る一方、幼児が朝食を摂るためには、その朝食を養育
者が用意する必要がある。つまり、幼児が体調面で朝
食を摂る準備が出来ていたとしても、養育者の側で朝
食をとる習慣がない場合、また用意する意思がない場
合には、結果的に幼児は朝食を摂ることができない。
幼児の生活リズムそのものに加え、養育者の意思、態
度によって左右される程度が著しく高いということに
なるということから、幼児の朝食摂取を進める場合に
は、養育者の意識、生活様式そのものを望ましいもの
に変えていくことが欠かせないと考えられる。今後、
幼児の生活リズムの向上を目指す際には、養育者への
養育者夕食時刻養育者朝食時刻
21時00分データなし朝食欠食習慣性強幼児
18時58分７時28分朝食欠食習慣性無群
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対応を考慮に入れ、積極的に関わっていくことが強く
求められることになろう。
３．統計解析を用いないデータ分析の意味について
対象者の回答の傾向を検討する際には統計解析を行
うことが常であり、本研究においても必要と思われる
統計手法を用いている。群間に生じた差が偶然のもの
と見なされるか否かを見極めるためには統計解析が不
可欠であることはいうまでもない。しかし、全体の傾
向を把握することのみに焦点化し、データを量的な面
から把握することに終始するばかりでなく、注目に値
する個別のデータを質的な面から注視することの必要
性も視野に入れるべきではないかと考える。本研究に
おいて表11、12、13、14の結果については、朝食欠食
の頻度が特に高い対象となる幼児が１名であり統計処
理を用いていないが、特徴的な傾向を示す１名のデー
タに着目することで新たに把握できる事実が生じてき
たことは否定できない。今後も、定量的分析と定性的
分析との何れか一方のみに固執することなく、データ
の特性、把握したい情報内容に応じて適切な分析方法
を用いることで、得られたデータの示す事実を明らか
にしていくことが必要であると考える。
まとめ
本研究における結果から、朝食を毎日摂る幼児の方
が、朝食を摂らない幼児と比較して、起床時刻、就寝
時刻が早く、早寝、早起きの生活を送っていること、
また、朝食の食欲、夕食の食欲があり、目覚め、体調、
機嫌も良いということが示された。運動遊びの実施が、
幼児の朝食摂取を促進することが期待されたが、その
傾向は認められなかった。幼児の朝食摂取状況と養育
者の朝食摂取状況の間に正の相関が認められたことか
ら、幼児の朝食摂取の向上を試みる際には、養育者に
よる朝食摂取の重要性の理解に加え、養育者自身の生
活リズムの改善に向けて働きかけることが不可欠であ
ることが示唆された。
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SUMMARY
YukoOHTA:
Thisstudyinvestigatedtherhythmofdailylifeof98infantsinTendocity,Yamagataprefecture.Theinfants
withhavingbreakfasteverydayshowedatendencytogetupandgotobedearlierandtobeinabetterhealthand
temperthantheinfantswhodon'tsometimeshavebreakfast.ThetendencythattheExercise-playwouldpromote
havingbreakfastwasn'tadmitted.Itwassuggestedthelifestyleofparentsinfluencedinfants’havingbreakfast
becausetherewasacorrelationbetweentheconditionofinfants’havingbreakfastandthatofparents’having
breakfast.
(UyoGakuenColege)
TheResearchontheRhythmofDailyLifeofInfants
－FocusingontheFactofHavingBreakfast－
